
I n f o r m a t i o n

『
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
』
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

今
か
ら
39
年
前
の
１
９
７
０
年
７

月
、
東
京
都
杉
並
区
で
ク
ラ
ブ
活
動

中
の
女
子
高
校
生
が
倒
れ
る
と
い
う

事
件
が
起
き
、
そ
の
原
因
が
「
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
大
気
汚
染
の
一
つ
と
し
て
大
問

題
に
な
り
ま
し
た
。

　

熊
本
県
内
で
は
、平
成
18
年
６
月
、

熊
本
市
地
域
に
観
測
史
上
初
の
「
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
」
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
は
、
既
に
４

月
27
日
と
５
月
８
日
に
天
草
市
河
浦

町
地
域
と
天
草
郡
苓
北
町
地
域
に
、

翌
９
日
に
は
菊
池
市
地
域
（
旧
菊
池

市
）
に
注
意
報
が
発
令
さ
れ
、
平
成

18
年
よ
り
１
ヶ
月
以
上
早
く
「
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
」が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
は
菊
池
阿
蘇
地
域

に
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
が
発
令
さ

れ
て
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
？　
　
　
　

　

下
図
の
よ
う
に
、
自
動
車
や
工
場

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物

や
炭
化
水
素
な
ど
が
、
太
陽
か
ら
の

強
い
紫
外
線
を
受
け
て
光
化
学
反
応

を
起
こ
し
、
オ
ゾ
ン
な
ど
の
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
酸
化
性
物
質
）
に

変
化
し
ま
す
。
こ
の
濃
度
が
高
く
な

る
と
、
白
い
モ
ヤ
が
か
か
っ
た
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
『
光
化
学
ス

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
？

モ
ッ
グ
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
大
陸
か
ら
の
移
流
に
よ
る
影

響
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
い

気
象
条
件

　
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」
は
、
３
月

〜
10
月
頃
に
か
け
て
日
差
し
が
強

く
、
気
温
が
20
〜
25
℃
以
上
、
風
が

弱
い
（
３
ｍ
／
ｓ
以
下
）
日
に
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

一
日
の
う
ち
で
は
、
午
前
10
時
〜

午
前
11
時
ご
ろ
か
ら
濃
度
が
上
昇
し

は
じ
め
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ご

ろ
に
最
も
濃
度
が
高
く
な
り
、
日
没

後
に
は
徐
々
に
濃
度
は
低
く
な
り
ま

す
。

健
康
へ
の
影
響
は
？　

　

人
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す

が
、
敏
感
な
眼
、
鼻
、
の
ど
が
影

響
を
受
け
や
す
く
、
主
な
症
状
は

眼
の
チ
カ
チ
カ
や
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
、

涙
流
れ
、
の
ど
の
イ
ガ
イ
ガ
や
痛

み
な
ど
で
す
。

　

濃
度
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

刺
激
が
強
く
な
る
た
め
、
症
状
が

悪
化
し
ま
す
。

体
に
異
常
（
被
害
）
が
で
た
ら
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
？

 

「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
」
が
出

た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
屋
内
に

入
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
排
気
ガ

ス
を
出
さ
な
い
た
め
に
車
の
使
用

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

目
の
チ
カ
チ
カ
や
の
ど
の
イ
ガ

イ
ガ
、
痛
み
な
ど
が
で
た
ら
、
水

道
水
な
ど
の
き
れ
い
な
水
で
洗
顔
、

洗
眼
、
う
が
い
を
十
分
に
行
い
安

静
に
し
て
下
さ
い
。
そ
れ
で
も
回

復
し
な
い
場
合
や
、
咳
や
頭
痛
な

ど
他
の
症
状
が
続
く
場
合
は
、
病

院
で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
環
境
政

策
係

観
測
デ
ー
タ
ー
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
一
般
公
開

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
県
内
の
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
な
ど
の
大
気
汚
染

デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

濃
度
（
濃
度
が
高
く
な
る
と
光
化

　

最
近
の
農
業
機
械
の
大
型
化
、
高

性
能
化
の
進
展
に
対
応
し
て
、
そ
の

効
率
利
用
と
農
作
業
の
安
全
を
図
る

目
的
で
農
業
者
な
ど
を
対
象
に
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

研
修
の
種
類

　

農
作
業
安
全
研
修
「
大
型
特
殊
」、

｢

け
ん
引｣

研
修
内
容

○
ビ
デ
オ
放
映
、
講
義
な
ど
に
よ
る

農
作
業
安
全
啓
発

○
農
作
業
大
型
ト
ラ
ク
タ
お
よ
び
ト

レ
ー
ラ
ー
け
ん
引
に
よ
る
運
転
操
作

の
練
習

　

菊
池
国
際
交
流
協
会
は
、
地
域

に
密
着
し
た
国
際
交
流
を
促
進
し
、

国
際
相
互
理
解
の
推
進
、
文
化
・

観
光
の
振
興
に
民
間
レ
ベ
ル
の
国

際
交
流
活
動
で
地
域
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
で

す
。

　

海
外
か
ら
の
訪
問
団
と
の
交
流

や
海
外
友
好
都
市
な
ど
へ
の
研
修

者
の
派
遣
、
市
内
在
住
の
外
国
人

を
一
堂
に
会
し
て
の
パ
ー
テ
ィ
な

ど
を
開
催
し
、
外
国
に
視
野
を
広

め
る
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

設
立
か
ら
４
年
目
を
迎
え
、
一

歩
一
歩
着
実
に
活
動
を
進
め
な
が

ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
街
づ
く
り
、
人

づ
く
り
に
一
層
力
を
注
い
で
い
く

た
め
、
協
会
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
会
費

　

２
、０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

国
際
交
流
課

７
回
目
の
今
回
は
「
南
北
分
断
の

地
Ｄ
Ｍ
Ｚ(

非
武
装
地
帯)

」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
、
韓
国
と
北
朝
鮮
の
間
に

は
Ｄ
Ｍ
Ｚ(

非
武
装
地
帯)

と
呼
ば

れ
る
地
域
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

朝
鮮
戦
争
後
、
韓
国
と
北
朝
鮮
は

休
戦
協
定
を
通
し
て
軍
事
境
界
線

か
ら
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ
２
㎞
ず
つ
、

計
４
㎞
の
区
間
に
非
武
装
地
帯
と

言
う
緩
衝
地
帯
を
設
定
し
た
の
が

そ
の
始
ま
り
で
す
。

　

非
武
装
地
帯
を
つ
く
る
発
端
と

な
っ
た
朝
鮮
戦
争
は
１
９
５
０
年

６
月
25
日
の
朝
４
時
、
北
朝
鮮
の
奇

襲
攻
撃
に
よ
り
始
ま
り
１
９
５
３

年
ま
で
約
３
年
間
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
ソ
連
が
国
連
の
場
で

休
戦
を
提
案
し
、
中
国
と
北
朝
鮮

が
支
持
を
表
明
、
ア
メ
リ
カ
が
こ

れ
を
受
け
入
れ
１
９
５
３
年
７
月

27
日
に
休
戦
条
約
が
結
ば
れ
ま
す
。

こ
の
休
戦
条
約
の
中
で
北
と
南
の

間
の
緩
衝
地
域
と
し
て
非
武
装
地

帯
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
韓
国
政
府
は
非
武
装
地

帯
か
ら
さ
ら
に
南
の
方
５
〜
20
㎞

の
地
域
に
軍
事
施
設
保
護
と
保
安

維
持
の
た
め
民
間
人
を
統
制
す
る

目
的
で
「
民
間
人
統
制
線
」
を
定

め
ま
し
た
。

　

非
武
装
地
帯(

Ｄ
Ｍ
Ｚ)

の
設
置

○
大
型
特
殊
・
け
ん
引
（
農
耕
車
限

定
）
運
転
免
許
試
験

研
修
期
間　

表
の
と
お
り

研
修
日
程
（
一
般
対
象
）

○
初
日

　

研
修
受
付
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、農
作
業
安
全
に
つ
い
て
の
講
義
、

農
大
ト
ラ
ク
タ
の
操
作
説
明
、
実
技

操
作
研
修

•
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

•
場
所　

農
業
大
学
校
研
修
部
ト
ラ

ク
タ
コ
ー
ス

○
２
日
目
〜
３
日
目

　

終
日
研
修
、
申
請
書
作
成

•
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

•
場
所　

農
業
大
学
校
研
修
部
ト
ラ

ク
タ
コ
ー
ス

○
最
終
日

①
運
転
免
許
試
験
申
請
手
続
き
お
よ

び
適
性
試
験

•
時
間　

午
前
７
時
50
分
〜
午
前
８

時
30
分

•
場
所　

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

②
運
転
免
許
技
能
試
験

•
時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

•
場
所　

農
業
大
学
校
研
修
部
ト
ラ

ク
タ
コ
ー
ス

申
込
締
切

　

５
月
22
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

菊
池
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振

興
課

　

☎
（
25
）
４
２
７
３

熊
本
県
か
ら
大
気
汚
染
情

報
が
提
供
さ
れ
ま
す

平
成
21
年
度
農
作
業
安
全

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

菊
池
国
際
交
流
協
会

      

会
員
募
集
！

学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
ま
す
）
が

わ
か
り
ま
す
。
携
帯
か
ら
で
も
確

認
で
き
ま
す
。
朝
か
ら
濃
度
が

０
．
０
６
ppm
を
超
え
て
い
た
ら
要

注
意
で
す
。（
原
則
０
．
１
２
ppm
以

上
と
な
っ
た
ら
注
意
報
な
ど
が
発

令
さ
れ
ま
す
）。

•
Ｐ
Ｃ
用　

h
ttp

://ta
iki.p

re
f.

ku
m
a
m
o
to
.jp
/ku

m
a
m
o
to
-

ta
iki/in

d
e
x.h

tm

•
携
帯
用　

h
ttp

://ta
iki.p

re
f.

ku
m
a
m
o
to
.jp
/ku

m
a
m
o
to
-

ta
iki/m

o
b
ile
/in
d
e
x.h

tm

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な
ど
情

報
を
携
帯
メ
ー
ル
に
一
斉
配
信

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
令
情
報
な

ど
を
、
登
録
さ
れ
た
携
帯
電
話
に

メ
ー
ル
に
よ
り
一
斉
配
信
し
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
メ
ー

ル
に
登
録
し
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
濃
度
が
高
い
日
は
メ
ー
ル
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

•
登
録
の
仕
方

　

次
の
①
〜
④
の
手
順
に
従
っ
て

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

[sky@
1
2
3
1
2
3
.tv]

に
、
配
信
を

希
望
す
る
携
帯
電
話
を
使
っ
て
空

メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
の
設
定
に
よ
っ
て
は
メ
ー

ル
が
拒
否
さ
れ
ま
す
の
で
、
上
記

ア
ド
レ
ス
の
メ
ー
ル
が
受
信
で
き

る
よ
う
携
帯
を
事
前
設
定(

ド
メ
イ

ン
指
定)

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
数
分
後
自
動
的
に
メ
ー
ル
が
返

信
さ
れ
ま
す
の
で
、
文
末
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
選
択
し
、
登
録

ボ
タ
ン
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

④
こ
れ
で
登
録
完
了
で
す
。
配
信

メ
ー
ル
が
来
る
た
び
に
登
録
削
除
・

登
録
内
容
変
更
が
可
能
で
す
。　

注
意
報
の
発
令
時
情
報
な
ど
は
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
も
報
道

　

県
が
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報

な
ど
を
発
令
し
た
場
合
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
で
も
そ
の
情
報
が
報
道
さ

れ
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
観
測

デ
ー
タ
で
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

濃
度
が
高
い
（
原
則
０
．
１
２
ppm

以
上
と
な
っ
た
ら
注
意
報
が
発
令

さ
れ
ま
す
）
場
合
は
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
の
報
道
に
ご
注
意
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
環
境
保
全
課

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
６
９

（QRコード）

菊池市役所
金　相廷さん

年間計画（一般対象）
種　類 研修期間 定員（人）
大特１   ７月 21日～ ７月 24日 30
大特２   ８月  ４日～ ８月  ７日 30
大特３ 12月 15日～12月 18日 30
大特４   １月 26日～ １月 29日 30
けん引１   ８月 18日～ ８月 21日 24
けん引２   ８月 25日～ ８月 28日 24
けん引３   １月 19日～ １月 22日 24
けん引４   ２月 16日～ ２月 19日 24

と
民
間
人
出
入
り
の
統
制
と
規
制
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で 

50
年
余
り
の

間
、
人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い

こ
の
地
域
は
各
種
野
生
動
植
物
の
生

息
地
と
な
っ
て
お
り
、「
自
然
生
態

系
の
宝
庫
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
非
武
装
地
帯
は
生

態
観
光
地
と
し
て
造
成
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
国
内
だ
け

で
は
な
く
世
界
的
に
も
生
態
的
価
値

が
高
い
地
域
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
生
態
系
的
価
値
だ
け

で
は
な
く
世
界
で
唯
一
の
分
断
の
象

徴
物
と
し
て
の
安
保
的
価
値
に
よ
っ

て
全
世
界
的
な
関
心
地
域
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
非
武
装
地
帯
の
安
保
観
光

地
で
は
、
戦
争
の
悲
劇
が
生
々
し
く

感
じ
ら
れ
、
観
光
客
の
戦
争
に
対
す

る
警
戒
心
を
呼
び
起
こ
し
、
自
由
と

平
和
の
価
値
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　

現
在
、
こ
の
地
域
は
南
北
統
一
の

前
進
基
地
、
生
態
系
の
宝
庫
、
そ
し

て
観
光
と
歴
史
の
教
育
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
⑦

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

（QRコード）
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